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2 漁港施設機能診断とセンシング技術 

⽔中部の漁港施設機能診断に適⽤可能なセンシング技術として、航空レーザー測深シ
ステム、ナローマルチビーム、⽔中３Ｄスキャナー等を上げることができる。 

 
【解説】 

⽔中部の漁港施設機能診断に適⽤可能なセンシング技術を表 2-1 に⽰す。漁港施設機
能診断における潜⽔調査、深浅測量等で活⽤することで、点検診断の効率化、省⼈化およ
び点検精度向上を図ることが可能である。 

本書では、これらセンシング技術のうち、⽔中部の状況把握として⼀般的に普及してい
るナローマルチビームと、普及度は低いがナローマルチビームよりも⾼密度の計測が可
能な⽔中 3D スキャナーによる漁港施設機能診断での活⽤についてとりまとめたもので
ある。 

 
表 2-1 漁港施設機能診断に適用可能なセンシング技術（水中部） 

 
  

【コスト】点検１回当りのコスト、【普及度】○：広く使⽤、△：⼀部で使⽤ 
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